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連
合
会
及
び
単
位
会
定
期
総
会
報
告

日
　
時
／
平
成
22
年
7
月
23
日（
金
）
15：

00
〜
18：

00

場
　
所
／
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
会
議
室
」

新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
48
階

※
第
５
号
議
案
に
お
い
て
（
会

則
第
７
条
）、
関
東
信
越
会

鈴
木
孝
会
長
に
代
わ
り
、
井

上
泰
一
会
長
が
連
合
会
副
会

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
１１
単
位
会
と
連
合
会
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

◆
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

第
１
号
議
案
第
34
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
第
34
期
収
支
決
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案
第
35
期
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
４
号
議
案
第
35
期
収
支
予
算
案
承
認
の
件

第
５
号
議
案
役
員
改
選
案
承
認
の
件

そ
の
他
議
案
表
彰
の
件

（
１
）
第
35
回
全
国
統
一
研
修
会
・
み
ち
の
く
大
会
開
催
進
捗
報
告

（
２
）
各
単
位
会
の
状
況
報
告

（
３
）
各
委
員
会
の
報
告

（
４
）
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
現
状
報
告

（
５
）
そ
の
他

連合会 INFORMATION

【
報
告
事
項
】

【
議
案
審
議
】

連合会定期総会風景

井上泰一関信会新会長 連合会定期総会にて挨拶する平川忠雄会長



●税理士事務所 2010.93

北海道ミロク会計人会北陸ミロク会計人会四国ミロク会計人会

東北ミロク会計人会中部ミロク会計人会九州ミロク会計人会

関東信越ミロク会計人会近畿ミロク会計人会沖縄ミロク会計人会

東京ミロク会計人会中国ミロク会計人会

日時：平成22年７月16日（金）
場所：「ホテルグランヴィア岡山」
＜記念研修会＞
演題：「会社の不祥事から学ぶべき教
訓会社役員の職責と報酬」
講師：石山卓磨氏（MJS税経システム
研究所顧問、日本大学法科大学院教授）

日時：平成22年７月13日（火）
場所：「ホテルセントラーザ博多」
＜記念講演会＞
演題：「人生をおいしく食べよう」
講師：山際千津枝氏（料理研究家）

日時：平成22年６月１０日（木）
場所：「ホテル金沢」
＜記念講演会＞
演題：｢魂のメッセージ～出逢いに感
謝～」
講師：大八木 敦史 氏（元・ラグビー
日本代表　香川大学客員教授）

日時：平成22年６月23日（水）
場所：「キャッスルプラザ」
＜記念講演会＞
演題：｢中部経済の現状と将来の展望」
講師：坂本 和優 氏（中部経済新聞社
編集局　経済部副部長）

日時：平成22年7月7日（水）
場所：「ホテルグランヴィア大阪」
＜記念研修会＞
演題：｢グループ法人単体課税制度の
創設と資本関連税制の改正」
講師：植田 卓 氏（MJS税経システム
研究所客員研究員、税理士）

日時：平成22年7月24日（土）
場所：「グランドホテルニュー王子」
＜記念講演会＞
演題：｢落語と私」
講師：林家とんでん平氏（落語家）

日時：平成22年7月2日（金）
場所：「江陽グランドホテル」
＜記念研修会＞
演題：｢心理学を実践、孤独で悩んで
いる社長を元気にする大不況時代の顧
問先に喜ばれる会計事務所づくり」
講師：鈴木丈織

じょうじ

氏
（US心理学博士、US医学博士株式会社
ビジネスラポール代表取締役）

日時：平成22月７月14日（水）
場所：「ホテルブリランテ武蔵野」
＜記念講演会＞
演題：｢政権交代による税制の行方」
講師：植田 卓 氏（MJS税経システム
研究所客員研究員、税理士）

日時：平成22年７月１日（木）
場所：「ハイアットリージェンシー東京」
＜記念講演会＞
演題：｢顧問先の事業承継をどのよう
に進めるか～後継者の指定から実行ま
で～」
講師：岩下忠吾 氏（税理士）

日時：平成22年７月９日（金）
場所：「サンポートホール高松」
＜記念講演会＞
演題：「いわゆるＯＢ税理士」
講師：尾崎 健一 氏（税理士法人六条
税理士事務所代表社員）

日時：平成22年6月22日（火）
場所：「ザ･ナハテラス」
＜記念講演会＞
演題：「今何をすべきか？～この問いか
けをしながら、懸命に頑張ってきた私～」
講師：澤岻 カズ子 氏（株式会社 お菓
子のポルシェ代表取締役社長）

単位会
定期総会

開催報告
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講
師
／
掘
切
川

ほ
っ
き
り
が
わ

一
男
氏

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

講
師
／
畠
山

は
た
け
や
ま

重
篤
し
げ
あ
つ

氏

気
仙
沼
漁
師
、「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」
代
表
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授

日
時
／
平
成
２２
年
１０
月
１４
日（
木
）

会
場
／
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙
台

〒
9
8
0
―
０
8
1
1

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
1
―
9
―
1

℡
0
2
2
―
7
2
2
―
1
2
3
4

今
年
も
全
国
統
一
研
修
会
ま
で
あ

と
１
カ
月
と
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
、
分
科
会
は
メ
デ
ィ
ア
、
税

務
、
企
業
経
営
、
環
境
と
い
っ
た
幅
広

い
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
皆
様

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。会

計
事
務
所
の
ご
関
係
者
に
も
企
業
参

加
者
の
方
々
に
も
納
得
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ

て
お
り
、お
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
只
今
、
好
評
お
申
込
受
付
中
で

す
の
で
、是
非
と
も
お
早
目
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

■
担
当
／
東
北
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

■
協
賛
／
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

●
略
歴

1
9
5
6
年
青
森
県
八
戸
市
生
ま
れ
。
01
年
6
月
よ

り
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ジ
ー
（
摩
擦
・
摩
耗
・
潤
滑
に
関
す
る
総
合
科
学
技
術
）。
文

部
科
学
大
臣
賞
（
科
学
技
術
振
興
功
績
者
表
彰
）
な
ど
を
受
賞
。

■
定
員
／
１
９
０
名

■
時
間
／
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
会
場
／
「
月
」（
25
Ｆ
）

■
定
員
／
１
９
０
名

■
時
間
／
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
会
場
／
「
雅
」（
25
Ｆ
）

●
略
歴

1
9
4
3
年
中
国
上
海
生
ま
れ
。「
牡
蠣
の
森
を
慕
う

会
」
を
結
成
し
、「
森
は
海
の
恋
人
」
運
動
を
展
開
。
05
年
京
都

大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授
に
就
任
。

著
書
に
『
森
は
海
の
恋
人
』（
文
藝
春
秋
）
な
ど
。

変
革
の
と
き
、
未
来
を
創
造
つ

く

る

第
35
回
全
国
統
一
研
修
会
・
み
ち
の
く
大
会

「
森
は
海
の
恋
人
」

「
未
来
志
向
の
中
小
企
業
生
き
残
り
経
営
術
」

第
2
分
科
会

■
企
画
・
運
営
担
当
／
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所
・
税
務
シ
ス
テ
ム
研
究
会

本
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
と
、
中
小
法
人
間
の

資
産
移
転
へ
の
活
用
と
可
能
性
を
探
る
分
科
会
で
す
（
メ
イ
ン
パ
ネ
リ
ス
ト：

植
田
卓
氏
、
パ
ネ

リ
ス
ト：

中
島
孝
一
氏
、
成
田
一
正
氏
、
長
澤
則
子
氏
）。

■
定
員
／
１
９
０
名

■
時
間
／
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
会
場
／
「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
」（
３
Ｆ
）

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
活
用
」

「
今
、
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

第
1
分
科
会

■
定
員
／
８
０
０
名

■
時
間
／
午
後
１
時
45
分
〜
3
時
45
分

■
会
場
／「
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」（
２
Ｆ
）

式
典
・
基
調
講
演

第
3
分
科
会

講
師
／
櫻
井
さ
く
ら
い

よ
し
子
氏

●
略
歴

ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
。
80
〜
96
年
Ｎ
Ｔ
Ｖ

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
。
80
年
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。
95
年
第
26
回
大
宅
壮
一
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
。
98
年
第
46
回
菊
池
寛

賞
受
賞
。
08
年
財
団
法
人
国
家
基
本
問
題
研
究
所

代
表
理
事
に
就
任
。



単位会対抗戦過去の成績

■
開
催
概
要

◆
競
技
方
法

・
単
位
会
対
抗
戦

単
位
会
成
績
上
位
者
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
３
名

の
総
合
点
で
競
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

・
個
人
戦

※
賞
品
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
ハ
ン
デ
ィ
計
算
方
法

新
ペ
リ
ア
（
生
年
月
日
方
式
、
ダ
ブ
ル

パ
ー
カ
ッ
ト
・
最
大
H
D
36
）

・
ス
タ
ー
ト
テ
ィ
ー

男
性：

白
マ
ー
ク
。
70
歳
以
上
の
方：

　

緑
マ
ー
ク
可
。
女
性：

赤
マ
ー
ク
。

・
ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル

Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
／
４
番
、
７
番
。
Ｉ
Ｎ
　

コ
ー
ス
／
11
番
、
15
番
。

・
ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル

Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
／
６
番
。
Ｉ
Ｎ
コ
ー

ス
／
18
番
。

◆
カ
ー
ト
に
つ
い
て

・
す
べ
て
乗
用
カ
ー
ト
使
用
で
す
。

◆
プ
レ
ー
代

・
お
一
人
様
１
万
４，
０
０
０
円
（
目
安
）

◆
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
に
つ
い
て

・
ソ
フ
ト
ス
パ
イ
ク
推
奨

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
受
付
／
７
時
30
分
〜

・
ス
タ
ー
ト
／
８
時
２
分
Ｏ
Ｕ
Ｔ
、
Ｉ
Ｎ

同
時

◆
表
彰
式
分
に
つ
い
て
（
予
定
）

・
15
時
30
分
開
始
〜
16
時
終
了

◆
バ
ス
運
行
（
予
定
）

・
17
時
仙
台
空
港
着

・
17
時
20
分
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
着

◆
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
送
付
に
つ
い
て

・
〒
9
8
1
―
0
1
0
3
宮
城
県
宮
城
郡

利
府
町
森
郷
字
内
の
目
北
3
―
25
利
府

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

℡
0
2
2
―
3
5
6
―
7
3
1
1

※
ミ
ロ
ク
会
と
明
記
く
だ
さ
い
。
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統
一
研
修
会
の
翌
日
は
宮
城
県
利
府

町
の
「
利
府
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
は
03
年
か
ら
「
ミ
ヤ
ギ
テ

レ
ビ
杯
ダ
ン
ロ
ッ
プ
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
03
年

大
会
の
際
に
、
当
時
、
東
北
高
校
３
年

生
だ
っ
た
宮
里
藍
選
手
が
優
勝
し
た
こ

と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
大
活
躍

中
の
宮
里
選
手
は
こ
の
優
勝
を
機
に
プ

ロ
宣
言
を
行
い
、
史
上
初
の
高
校
生
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
由
緒
正
し
い
コ
ー
ス
に
て
、
今
年
も

単
位
会
対
抗
戦
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

全
国
統
一
研
修
会
・
連
合
会
事
務
局

〒
1
6
3
―

0
6
4
8

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
1
―

25
―

1
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
48
F
私
書
箱
4
0
5
1
号

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
事
務
局
担
当
／
竹
内
、
真
船

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
3
―

5
3
2
４
―

３
９
７
８
　
F
A
X
0
１
２
０
―

３
６
９
―

７
７
３

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
案
内

平
成
22
年
10
月
15
日
（
金
）

第1回／東京大会

順位 単位名 ネット計

優　勝 中部会 215.6
準優勝 四国会 218.6
3位 近畿会 219.0
4位 九州会 220.4
5位 東京会 222.8
5位 沖縄会 222.8
7位 関信会 223.2
8位 北海道会 224.6
9位 中国会 224.8
10位 東北会 226.8
11位 北陸会 231.8

第2回／北海道大会

順位 単位名 ネット計

優　勝 四国会 217.2
準優勝 近畿会 218.0
3位 中部会 218.6
4位 中国会 219.2
5位 北海道会 222.2
6位 北陸会 225.6
7位 関東信越会 225.8
7位 沖縄会 225.8
9位 九州会 227.2
10位 東京会 229.2
11位 東北会 232.4

第3回／九州大会

順位 単位名 ネット計

優　勝 中国会 215.8
準優勝 中部会 216.4
3位 九州会 217.2
4位 四国会 218.0
5位 東北会 218.6
6位 近畿会 220.2
7位 沖縄会 221.8
8位 関東信越会 222.2
9位 東京会 227.2
※北海道会と北陸会は参加者が3
名に満たなかったためエントリ
ーできませんでした。

第35回全国統一研修会・みちのく大会



宇
都
木

発
売
当
初
か
ら
Ｓ

Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
導
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、以
前
か
ら
情

報
漏
え
い
対
策
に
は
興
味
が

あ
っ
た
の
で
す
か
。

松
井
先
生（
以
下
敬
称
略
）
Ｓ
Ｏ
Ｘ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
営
業
の
方
に
紹
介

さ
れ
て
知
り
ま
し
た
。３
月
だ

っ
た
の
で
、営
業
の
方
も
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、電
子
申
告
が
は
じ
ま
っ

て
外
部
と
の
デ
ー
タ
通
信
が

多
く
な
っ
た
の
で
、対
策
の
必

要
性
を
感
じ
て
も
い
ま
し
た
。

小
又

電
子
申
告
に
は
最
初

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
か
。

松
井

最
初
は
手
続
き
が
面

倒
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、私

は
税
理
士
会
県
連
の
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員

会
に
所
属
し
て
お
り
、
電
子
申
告
を
勉
強

し
て
皆
さ
ん
に
推
進
す
る
と
い
う
立
場
で

し
た
。

宇
都
木

電
子
申
告
を
利
用
し
て
、
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

松
井

今
は
１
０
０
㌫
電
子
申
告
で
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
郵
送
の
手
間
や
代
金

を
考
え
る
と
か
な
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

小
又

地
方
税
も
電
子
申
告
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

松
井

も
ち
ろ
ん
で
す
。た
と
え
ば
、富
岡

で
は
法
人
県
民
税
の
取
り
扱
い
が
高
崎
の

県
税
事
務
所
に
集
約
さ
れ
た
た
め
、
遠
方

ま
で
申
告
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
ん
で
す
。で
す
が
、電
子
申
告
を
使
え

ば
移
動
し
な
い
で
す
む
の
で
本
当
に
便
利

で
す
。
群
馬
県
の
な
か
で
も
富
岡
は
電
子

申
告
の
割
合
が
県
内
で
一
番
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
理
的
な
問
題
も
申

告
件
数
を
上
げ
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。ま
た
、富
岡
地
域
は
こ
の
４

月
か
ら
す
べ
て
電
子
申
告
可
能
と
な
り
、

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

宇
都
木

電
子
申
告
に
対
し
て
顧
問
先
の

反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

松
井

「
情
報
が
漏
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
心
配
を
さ
れ
て
い
た
方
に
は
説
明
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
だ
け
普
及

し
て
く
る
と
、
ほ
と
ん
ど
心
配
す
る
声
は

聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

小
又

業
務
の
ほ
と
ん
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

松
井

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
は
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
の「
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

24
時
間
体
制
で
監
視
し
て
も
え
る
の
で
安

心
で
す
が
、費
用
が
結
構
か
か
り
ま
す
。当

時
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
に
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
製

品
が
な
か
っ
た
の
で
導
入
し
た
ん
で
す
。

宇
都
木

す
み
ま
せ
ん
。今
は「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ

ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」を
ご
案
内
で
き
ま
す
。

松
井

価
格
も
若
干
安
い
ん
で
す
よ
ね
。

今
後
、検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
又

具
体
的
に
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

松
井

私
の
事
務
所
で
は
日
報
を
作
成
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、日
報
と
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
の
履
歴
レ
ポ
ー
ト
を
付
け
合
せ
て
チ
ェ
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群
馬
県
富
岡
市
で
電
子
申
告
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、
そ

の
な
か
で
も
１
０
０
㌫
電
子
申
告
を
実
践
し
、
情
報
漏
え
い
対
策
に

「
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
策
に「
Ｍ
Ｊ
Ｓ
セ
キ
ュ
ア
ス

ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」を
活
用
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
松
井
先
生
に
、

Ｍ
Ｊ
Ｓ
さ
い
た
ま
支
社
の
社
員
が
聞
い
て
み
た
。

〈インタビュアー〉
ＭＪＳさいたま支社
宇津木　優

〈インタビュアー〉
ＭＪＳさいたま支社
小又　士茂

Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、

事
務
所
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
・
監
視
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
!!



ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本
人
が

忘
れ
て
い
る
業
務
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に

は
使
用
履
歴
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

以
前
は
、
１
週
間
経
た
な
い
と
レ
ポ
ー
ト

が
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
機
能
ア

ッ
プ
し
た
こ
と
で
レ
ポ
ー
ト
が
す
ぐ
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
便
利
に
な

り
ま
し
た
。

小
又

職
員
の
方
は「
監
視
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

松
井

監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
伝
え
て

あ
り
ま
す
。た
だ
し
、休
み
時
間
に
は
自
由

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
か
ま
わ

な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。し
か
し「
何
を
見

て
い
た
か
は
詳
細
に
わ
か
る
か
ら
ね
」
と

伝
え
て
あ
り
ま
す
。本
人
た
ち
は「
は
ぁ
、

は
い
」と
い
う
感
じ
で
し
た
。

宇
都
木

そ
の
ほ
か
に
も
、Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

で
は
外
部
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
禁
止
な
ど
が

行
え
ま
す
が
、利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

松
井

そ
こ

ま
で
は
利
用

し
て
い
ま
せ

ん
。
オ
フ
ラ

イ
ン
以
外
で

デ
ー
タ
を
持

ち
出
す
と
い

う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

が
、今
後
、業
務
形
態
が
変
わ
れ
ば
考
え
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

宇
都
木

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｘ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
費
用
対
効
果
は
ど
う
感
じ
ま
す

か
。

松
井

私
の
事
務
所
は
職
員
が
６
名
で

す
。
規
模
的
に
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い

か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
〝
安
心
を
買
っ

た
〞
と
い
う
感
じ
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
あ
る
意
味
、
保
険
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
、

取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
し
ね
。

小
又

会
計
事
務
所
は
顧
問
先
の
大
切
な

デ
ー
タ
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
責
任
は

感
じ
ま
す
か
。

松
井

外
部
か
ら
意
図
的
に
攻
撃
を
受
け

て
情
報
が
漏
れ
る
と
は
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
。し
か
し
、事
務
所
内
部
の
ミ
ス
に
よ
り

万
が
一
、
情
報
が
漏
れ
た
ら
…
と
考
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け
、電
子
申
告

を
は
じ
め
と
し
た
デ
ー
タ
が
数
多
く
あ
る

の
で
す
か
ら
、
責
任
は
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

宇
都
木

紙
の
書
類
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

松
井

か
な
ら
ず
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、10
年
以
上
前

の
書
類
は
溶
解
す
る
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

小
又

電
子
申
告
が
１
０
０
㌫
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
紙
で
の
保
管
は
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

松
井

紙
で
も
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。確
認
す
る
と
き
な
ど
は
、紙
の
ほ
う
が

便
利
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。た
だ
し
、書
類

は
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
電
子
デ
ー
タ
と
し

て
も
管
理
し
て
い
ま
す
。

小
又

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
策
は
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

松
井

三
重
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
か
ら「
毎
日
の
テ
ー
プ
へ
の

保
管
」「
外
付
け
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
へ
の
コ

ピ
ー
」を
徹
底
し
、災
害
対
策
と
し
て
事
務

所
以
外
の
場
所
へ
の
デ
ー
タ
保
管
と
し
て

は
『
Ｍ
Ｊ
Ｓ
セ
キ
ュ
ア
ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
』も
利
用
し
て
い
ま
す
。私
自
身
は
水

害
や
地
震
よ
り
火
事
を
怖
れ
て
い
ま
す
。

な
に
せ
、
な
く
な
る
と
き
は
一
瞬
で
す
か

ら
ね
。

宇
都
木

現
在
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
井

電
子
申
告
に
な
り
ま
す
が
、
日
税

連
の
認
証
カ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。頻
繁
に
利
用
す
る
の
で
、磨

耗
し
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
完
全
に
読

め
な
く
な
っ
た
と
き
の
対
策
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。

宇
都
木

最
後
に
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
会
計
事
務
所
の
方
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

松
井

Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
機
能
ア
ッ
プ
し

て
本
当
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ク

ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
も
で
き
ま

す
か
ら
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
ど
の
Ｏ
Ｓ
が

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、「
い
つ
・
ど

こ
で
・
い
く
ら
」
で
購
入
し
た
か
も
管
理

で
き
ま
す
。
職
員
か
ら
み
れ
ば
監
視
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

経
営
者
と
し
て
は
安
心
で
す
。

Ｍ
Ｊ
Ｓ

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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堀
越
先
生（
以
下
敬
称
略
）

本
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
創
業
２
０
０
年
と
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
が
創
業
時
の
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

桜
井
会
長（
以
下
会
長
）

小
布
施
の
栗
の

歴
史
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
６
０
０
年
前
の

室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
こ
の
地
方
の
領
主
だ
っ
た
荻

野
常
倫
が
故
郷
、
丹
波
国
か
ら
栗
を
取
り

寄
せ
て
植
え
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で

す
。
小
布
施
の
土
壌
が
栗
の
育
成
に
適
し

て
い
た
せ
い
か
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に

う
っ
そ
う
と
し
た
栗
林
が
広
が
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
小
布
施
栗

は
品
質
が
よ
く
美
味
と
い
う
こ
と
で
、
松

代
藩
が
毎
年
将
軍
家
に
献
上
す
る
習
わ
し

と
な
り
、
そ
の
名
を
天
下
に
広
め
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
初
代
・
桜
井

幾
右
衛
門
が
文
化
５
年（
１
８
０
８
年
）に
、

こ
の
栗
を
粉
に
し
て
作
り
あ
げ
た
の
が

「
栗
落
雁
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
創
製

に
よ
っ
て
、
２
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
栗

菓
子
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

堀
越

２
０
０
年
の
間
に
は
、
紆
余
曲
折

の
歴
史
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

会
長

そ
う
で
す
ね
、
幾
右
衛
門
が
栗
の

粉
で
落
雁
を
創
製
し
、
そ
の
弟
の
武
右
衛

門
が
文
政
２
年（
１
８
１
９
年
）に「
栗
よ

う
か
ん
」
を
創
製
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

「
栗
落
雁
」は
加
賀
藩
や
松
代
藩
の
御
用
菓

子
と
な
り
、
元
治
２
年（
１
８
６
５
年
）に

は
京
都
伏
見
宮
家
か
ら
裏
菊
御
紋
章
の
栗

落
雁
調
製
を
仰
せ
つ
か
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
長
く
続
い
た
大
名
公
卿
に

よ
る「
栗
落
雁
」庇
護
も
明
治
維
新
に
よ
っ

て
失
わ
れ
、
そ
れ
以
降
は「
栗
よ
う
か
ん
」

が
商
品
の
主
流
に
な
り
、
明
治
25
年
（
１

８
９
２
年
）に
は
５
代
・
桜
井
佐
七
が「
栗

か
の
子
」
を
創
製
し
、
全
国
に
名
を
広
め

ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
中
は
砂
糖
の
入

手
が
不
可
能
と
な
り
、
栗
林
も
強
制
的
に

田
畑
に
変
え
ら
れ
、
つ
い
に
休
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
製
造
を
再
開
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
24
年
（
１
９
４

９
年
）
の
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、
生
産

性
の
高
い
り
ん
ご
に
お
さ
れ
て
、
栗
栽
培

が
落
ち
込
む
な
ど
苦
難
の
道
は
つ
づ
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
業
績
を
伸
ば
し
、

昭
和
41
年（
１
９
６
６
年
）に
は
季
節
商
品

「
栗
も
な
か
」を
新
た
に
加
え
て
、
現
在
の

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
栗
菓
子
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
完
成
し
た
の
で
す
。

堀
越

社
長
は
８
代
目
だ
そ
う
で
す
が
。

桜
井
社
長（
以
下
社
長
）
「
栗
か
の
子
」を

創
製
し
た
５
代
・
桜
井
佐
七
の
と
き
か
ら
、

代
々
佐
七
を
襲
名
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
会
長
が
７
代
目
・
佐
七
で
す
。

堀
越

ど
う
し
て
栗
だ
け
を
使
っ
た
お
菓

子
で
、
２
０
０
年
も
の
長
い
歴
史
を
築
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

社
長

時
折
、「
な
ぜ
お
宅
の
栗
餡
は
黄
色

く
な
い
の
」「
お
宅
の
栗
か
の
子
は
色
が
悪

く
て
き
ん
と
ん
と
し
て
使
え
な
い
」
と
い

っ
た
ご
意
見
を
う
か
が
う
と
き
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は「
栗
は
黄
色
い
も
の
」「
き
ん

と
ん
は
黄
色
い
も
の
」
と
い
う
固
定
観
念

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
現
に
、
き
れ

い
な
黄
色
の
商
品
も
数
多
く
出
回
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
栗
は
実
を
つ

ぶ
し
て
熱
を
加
え
、
餡
に
す
る
と
鶯
茶
色

に
変
化
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
時
間
を

か
け
て
煮
込
む
と
ど
ん
ど
ん
黒
み
が
か
っ

て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
栗
を
黄
色
く
す
る

に
は
、
漂
白
し
た
う
え
で
着
色
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
す
が
、
当
社
で

は
着
色
に
よ
っ
て
色
を
整
え
る
こ
と
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
製
品
に
添
加
物
を
一
切

使
用
し
な
い
の
は
、
食
品
の
安
全
性
と
い

う
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

〝
本
物
〞
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
る
と
い
う

▲堀越先生（左）、桜井会長（中央）、桜井社長（右）

8

創
業
２
０
０
年
と
い
う
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
伝
統
の
味
を
守
り
な
が
ら

新
し
い
菓
子
づ
く
り
の
挑
戦
を
つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
桜
井
甘
精
堂
の
７
代

目
桜
井
佐
七
会
長
と
８
代
目
桜
井
英

樹
社
長
に
、
顧
問
税
理
士
の
堀
越
先

生
が
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。



代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
念
に
よ
る

も
の
で
す
。
と
き
と
し
て
お
客
様
に
イ
メ

ー
ジ
す
る
色
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
与
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
の
美
味
し
さ
は

〝
本
物
の
色
〞
に
宿
る
こ
と
を
ご
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
越

品
質
に
関
し
て
も
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

会
長

私
た
ち
の
信
条
は
〝
本
物
は
変
わ

ら
な
い
〞
と
い
う
こ
と
で
す
。
良
い
食
品

の
４
条
件
は
「
な
に
よ
り
安
全
で
、
お
い

し
い
く
、
適
正
な
価
格
で
、
ご
ま
か
し
が

な
い
食
品
作
り
」
で
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
「
良
い
原
料
。
清
潔
な
工
場
。
優
秀
な

技
術
。
経
営
者
の
良
心
」を
厳
粛
に
守
り
、

た
が
い
に
チ
ェ
ッ
ク
と
研
鎗
を
重
ね
て
い

ま
す
。
伝
統
の
味
と
技
術
を
大
切
に
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
丹
誠
を
こ
め
た
栗
菓
子

づ
く
り
を
、
今
日
も
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

堀
越

大
正
８
年（
１
９
１
９
年
）に
業
績

を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

会
長

密
閉
式
ブ
リ
キ
缶
容
器
の
開
発
に

成
功
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
生
菓
子
の「
栗
よ
う
か
ん
」「
栗
か

の
子
」
の
販
路
を
全
国
へ
飛
躍
的
に
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
年
）に
大
阪
三
越
で
販
売
し
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

堀
越

栗
の
収
穫
は
１
年
に
一
度
だ
け
で

す
よ
ね
、
年
間
の
製
造
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

社
長

１
年
に
１
回
し
か
仕
込
み
が
で
き

な
い
の
で
、
半
製
品
の
原
料
と
し
て
蓄
え

て
お
き
、
年
間
を
通
じ
て
製
造
で
き
る
よ

う
に
備
え
て
い
ま
す
。
９
月
の
初
旬
か
ら

鮮
度
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
約
40
日
の
短

期
間
で
仕
込
み
を
す
る
の
で
す
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
期
が
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
重
な

り
、
た
い
へ
ん
な
忙
し
さ
と
な
り
ま
す
。

堀
越

効
率
を
上
げ
る
に
は
機
械
化
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど

う
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

社
長

仕
込
み
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
「
栗
か
の

子
」
を
缶
に
詰
め
る
作
業
で
す
。
こ
れ
は

す
べ
て
手
作
業
で
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。

機
械
で
や
る

と
な
る
と
、

餡
を
柔
ら
か

く
し
な
く
て

は
い
け
な
い

の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
甘

精
堂
の
味
で

は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

歴
史
の
味
を

守
る
と
い
う

執
念
を
持
ち
つ
づ
け
る
か
ぎ
り
機
械
化
の

道
は
険
し
い
で
す
ね
。

堀
越

こ
れ
か
ら
の
中
長
期
計
画
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

社
長

和
菓
子
は
ど
う
し
て
も
贈
答
用
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
お

中
元
や
お
歳
暮
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
日
常
食
べ
て
い
た
だ
く
洋

菓
子
の
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
と
く

に
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
が
モ
ン
ブ
ラ
ン

で
す
。
１
日
に
１
５
０
０
個
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
時
代
時
代
に
お
い
て
嗜
好
は
微

妙
に
変
化
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し

て
こ
れ
か
ら
も
３
０
０
年
、
４
０
０
年
と

末
永
く
皆
様
に
愛
さ
れ
る
商
品
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲甘精堂の本社社屋

▲「栗かの子」
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■
訪
問
事
務
所
概
要

事
務
所
名：

堀
越
税
理
士
事
務
所

所
長：

堀
越
倫
世

住
所：

〒
3
8
1
―

0
0
4
3

長
野
県
長
野
市
吉
田
二
丁
目
7
―
２１

電
話：

0
2
6
―
2
5
2
―
5
0
8
0

■
会
社
概
要

称
号：

株
式
会
社
桜
井
甘
精
堂

創
業：

1
8
0
8
年(

文
化
5
年)

法
人
設
立
昭
和
２９
年
5
月
２９
日

代
表
者：

代
表
取
締
役
　
桜
井

英
樹

住
所：

〒
3
8
1
―
0
2
9
8

長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
町
大
字
小
布
施

2
4
6
0
―
1

電
話：

0
2
6
―
2
4
7
―
2
1
3
2

事
業
内
容：

①
栗
菓
子
製
造
、小
売
、販
売
　

②
飲
食
店
、
喫
茶
店
経
営

直
営
店
舗：

本
店
、泉
石
亭
、北
斎
亭
、栗
の
木

テ
ラ
ス
小
布
施
店
・
長
野
店
、軽
井
沢
店

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

　

h
ttp
://w

w
w
.k
a
n
s
e
id
o
.c
o
.jp

堀
越
税
理
士
事
務
所
と
の
付
き
合
い

は
、
会
長
が
知
り
合
い
の
社
長
か
ら

倫
世

み
ち
よ

先
生
の
お
父
様
を
紹
介
さ
れ
て

か
ら
で
、
約
４０
年
以
上
に
な
る
そ
う

で
す
。
親
子
2
代
に
わ
た
っ
て
、
た

が
い
に
成
長
し
て
き
た
事
例
で
す
。

倫
世
先
生
は
「
こ
れ
か
ら
も
2
代
目

同
士
と
し
て
、
忌
憚
の
な
い
付
き
合

い
を
お
願
い
し
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
継
続
は
力
な
り
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。



時
速
80
㌔
㍍
で
海
上
を
走
る

佐
渡
汽
船
の
「
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
」

今
回
は
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
へ
の
推
薦
に
向
け
た
国
内
暫
定
リ
ス

ト
に
「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺

産
群
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
佐
渡
島

の
名
所
を
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
潟
市
か
ら
佐
渡
島
に
は
時
速
80
㌔
㍍
の

佐
渡
汽
船（
株
）が
運
行
し
て
い
る
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
に
乗
っ
て
約
１
時
間
ほ
ど
で

到
着
し
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
海

水
を
勢
い
よ
く
噴
射
し
て
、
海
面
か
ら
浮

き
上
が
っ
た
状
態
で
す
す
む
の
が
特
徴
で

す
。
一
度
乗
っ
て
み
る
と
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
感
と
揺
れ
が
な
く
安
定
し
た
走
行
に
驚

か
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
だ
い
た
い
１

時
間
に
１
本
の
ペ
ー
ス
で
出
航
し
て
い
ま

す
が
、
市
内
に
戻
る
最
終
便
は
17
時
35
分

と
早
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
朝
の
う
ち
に

出
発
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

日
本
の
金
銀
山
の
最
高
峰

産
業
遺
産「
佐
渡
金
山
」

佐
渡
島
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
は
日
本
最

大
の
金
銀
山「
佐
渡
金
山
」に
向
か
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
佐
渡
金
山
は
１
６
０
１
年

（
慶
長
6
年
）に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
た
金
山
で
、
平
成
６
年
ま
で
採
掘
が

つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
に
採
掘
さ
れ
た
鉱
石
は
1

5
0
0
万
㌧
に
お
よ
び
、
金
は
78
㌧
、
銀

は
２
３
０
０
㌧
に
も
上
っ
た
そ
う
で
す
。

坑
道
の
総
延
長
は
約
４
０
０
㌔
㍍
で
、
そ

の
一
部
は
観
光
客
向
け
に
開
放
さ
れ
て
い

ま
す
。

開
放
さ
れ
て
い
る
の
は
宗
太
夫
坑
コ
ー

ス
と
道
遊
坑
コ
ー
ス
の
ふ
た
つ
で
す
。
宗

太
夫
坑
コ
ー
ス
は
江
戸
時
代
に
採
掘
さ
れ

て
い
た
坑
道
で
、
所
々
に
当
時
の
作
業
風

景
を
再
現
し
た
電
動
人
形
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
き
な
が
ら
、
金

山
で
の
仕
事
や
労
働
環
境
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

道
遊
坑
コ
ー
ス
は
明
治
時
代
に
採
掘
さ
れ

た
坑
道
で
、
近
代
的
な
坑
道
の
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
遊
坑
コ
ー
ス
に
は
人
形
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
初
め
て

金
山
を
訪
れ
る
人
に
は
宗
太
夫
坑
コ
ー
ス

の
ほ
う
を
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま

す
。宗

太
夫
坑
コ
ー
ス
で
は
現
場
を
取
り
仕

切
る
山
師
や
採
掘
作
業
を
行
う
職
人
、
地

下
水
を
汲
み
上
げ
る
水
替
人
足
の
仕
事
振

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
か
で
も

重
労
働
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
水
替
人

足
の
仕
事
で
す
。
こ
の
仕
事
を
行
っ
て
い

た
の
は
戸
籍
を
持
た
な
い
無
宿
人
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
湧
き
出
し

て
く
る
地
下
水
を
水
上
輪
と
い
う
装
置
を

使
っ
て
、
つ
ね
に
地
上
に
送
り
つ
づ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み

に
、
坑
道
を
抜
け
る
と
、
佐
渡
金
山
の
資

料
館
が
あ
り
、
よ
り
詳
し
く
佐
渡
金
山
の

仕
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
の
な
か
か
ら
、
12
・
５
㌔
㌘
の
金

塊
を
引
っ
張
り
出
せ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
楽
し

め
ま
す
よ
。

▲「佐渡金山」の坑道前に立つ平野利
司先生（左）と富樫覓

もとむ

先生（右）▲「宗太夫坑コース」のなかにある電動人形

▲「ジェットフォイル」乗り場の前に立つ平野先生
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案
内
人
／
平
野
利
司
税
理
士
事
務
所

平
野
利
司
り

じ

先
生

今
回
は
地
元
・
新
潟
県
で
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
佐

渡
市
を
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
海
に
浮
か
び
、
雄
大
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
佐
渡
島
に
は
、
産
業
遺
産
「
佐

渡
金
山
」
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
見

所
が
あ
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
、
島
を
グ

ル
リ
と
周
っ
て
、
ご
案
内
い
た
し
ま
し

ょ
う
。



佐
渡
の
大
自
然
が
生
ん
だ

自
然
の
美「
尖
閣
湾
」

金
山
を
見
た
後
は
尖
閣
湾
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
で
佐
渡
島
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
の
最
大
の
見
所
は
何

と
い
っ
て
も
岸
壁
と
奇
岩
の
数
々
で
す
。

そ
も
そ
も
尖
閣
湾
は
佐
渡
の
最
高
峰
「
金

北
山
」
が
噴
火
し
、
そ
の
際
に
流
れ
込
ん

だ
溶
岩
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
７
年
に
は
文
部
省
天

然
記
念
物
調
査
委
員
の
脇
水
鉄
五
郎
理
学

博
士
が
天
下
の
絶
景
と
賞
し
、
世
界
一
と

賞
さ
れ
る
ノ
ル
ウ
エ
イ
の
ハ
ル
ダ
ン
ゲ
ル

峡
湾
に
対
を
な
す
海
岸
美
と
し
て
『
尖
閣

湾
』
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
昭
和
25
年
に
は
国
定
公
園
に
選
定
さ

れ
、
昭
和
28
年
に
は
菊
田
一
夫
原
作
の
映

画『
君
の
名
は
』の
ロ
ケ
地
に
使
用
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ク
ル
ー
ジ

ン
グ
で
は
遊

覧
船
に
乗
っ

て
、
尖
閣
湾

の
約
２
㌔
㍍

の
海
岸
を
真

近
に
み
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
尖
閣
湾

に
は
第
１

景
か
ら
第
５

景
ま
で
の
峡

湾
美
が
あ

り
、
動
物
な

ど
に
た
と
え
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
岩
の

数
々
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
遊

覧
船
の
ほ
か
に
も
、
船
か
ら
海
中
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る「
海
中
透
視
船（
グ
ラ
ス

ボ
ー
ド
）」も
運
航
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
船
底
に
強
化
ガ
ラ
ス
が
貼
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
海
底
の
様
子
や
魚
の

遊
泳
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
海
中

透
視
船
は「
シ
ャ
ー
ク
」と
命
名
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
名
の
通
り
サ
メ
の
形
を
し
て
い

ま
す
。

佐
渡
島
を
代
表
す
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト「
岩
屋
洞
窟
」

最
後
に
ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
に
も
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
宿
根
木
地
区
の
山
の
中
腹
に
位
置
す

る「
岩
屋
洞
窟
」で
す
。
新
潟
県
指
定
の
文

化
財
で
あ
り
、
佐
渡
百
選
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
洞
窟
は
標
高
90
㍍
に
位
置

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
波
浪
に
よ
る
侵
食

で
海
食
崖
に
形
成
さ
れ
た「
海
蝕
洞
」だ
そ

う
で
す
。
か
つ
て
は
こ
の
あ
た
り
が
海
だ

っ
た
の
か
と
思
う
と
、
不
思
議
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

洞
窟
内
に
は
新
潟
県
で
唯
一
の
磨
崖
仏

が
あ
り
ま
す
。
磨
崖
仏
と
は
石
壁
を
そ
の

ま
ま
彫
っ
て
つ
く
ら
れ
た
石
仏
の
こ
と

で
、
大
分
県
臼

杵
市
の
国
宝

「
臼
杵
の
石
仏
」

な
ど
が
有
名
で
す
。
一
説
に
よ
る
と
弘
法

大
師
作
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

真
偽
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
洞
窟
の

内
部
に
は
１
０
０
体
以
上
、
周
辺
に
は
88

体
も
の
石
仏
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
石
仏
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に

し
て
囲
炉
裏
が
設
置
さ
れ
て
あ
り
、
修
験

者
た
ち
が
寝
泊
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
は
思

わ
ず
息
を
飲
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
佐
渡
島
に
は
甘
エ
ビ
を

は
じ
め
と
し
た
海
の
幸
や
ツ
ー
リ
ン
グ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
、
歴
史
や
文
化
を

感
じ
ら
れ
る
街
並
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
が
満
載
で
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
ご

当
地
グ
ル
メ「
佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼
」な

ん
か
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

夏
が
終
わ
り
涼
し
く
な
っ
て
き
た
頃
合

に
、
是
非
と
も
佐
渡
島
に
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

▲「尖閣湾」の岸壁と奇岩

▲海中透視船「シャーク」

▲「岩屋山洞窟」のなかにある大小
の石仏の数々

▲「岩屋山洞窟」のなかにある磨崖仏
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■所在地／〒310-0063 茨城県水戸市
五軒町1-3-34 会計ビル

■ＴＥＬ／029-224-3711

■ＦＡＸ／029-226-7645

■創　業／昭和34年
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■導入システム／ACELINK Navi

社会インフラが大きな変化を遂げ
る一方で、小野税理士法人（茨城
県水戸市）はワンストップサービ
スにより、お客様満足度向上を実
現すべく、日々、挑戦しつづけて
います。さっそく、その事務所改
善の取り組みをレポートします。

小野税理士法人の皆さん

小野税理士法人

改
善
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得

「
現
在
、
日
本
全
国
の
士
業
事
務
所
の

業
界
で
は
、
人
材
採
用
難
・
定
着
難
、
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
、
業
務
の
効
率

化
・
標
準
化
、
お
客
様
満
足
度
向
上
へ
の

取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
へ
の
取

り
組
み
、
事
務
所
の
事
業
承
継
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

ひ
と
つ
ず
つ
、
着
実
に
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
12
年
よ
り
事
務
所
改

善
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

そ
の
活
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
（
現
在
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１：

２
０
０
８
）
の
認
証
取
得
で
す
。

「
多
く
の
事
務
所
が
業
務
の
標
準
化
や

生
産
性
、
品
質
の
向
上
を
課
題
に
し
て
い

12

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
務
所
の
先
駆
け

昨
年
開
業
か
ら
50
年
を
迎
え
た
茨
城
県

屈
指
の
老
舗
会
計
事
務
所
、
小
野
税
理
士

法
人
で
は
、
地
域
の
会
計
事
務
所
に
先
駆

け
て
士
業
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
の
一
括
サ

ー
ビ
ス
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
を

展
開
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

事
務
所
の
創
業
は
昭
和
34
年
。
現
在
、

税
理
士
４
名
、
社
会
保
険
労
務
士
１
名
、

行
政
書
士
１
名
を
有
す
る
総
合
士
業
事
務

所
と
し
て
、
水
戸
市
に
拠
点
を
置
い
て
い

ま
す
。
今
回
は
小
野
隆
税
理
士
（
小
野
税

理
士
法
人
副
所
長
）
に
事
務
所
改
善
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
聞
き
ま
し
た
。



か
で
も
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

は
Ｐ
Ｍ
の
初
期
か
ら
認
識
し
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
業
務
日
報
や
原
価
管
理
を
有
効

活
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

つ
ぎ
の
50
年
を
見
据
え
た

新
組
織
体
制
の
船
出

「
こ
の
５
年
間
は
あ
え
て
新
規
事
業
に

着
手
す
る
こ
と
を
抑
え
て
、
ま
ず
は
組
織

と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
土
台
づ

く
り
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
次
は
顧
問

先
様
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
必
要
な

今
の
時
代
に
対
応
し
た
新
組
織
づ
く
り
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
」

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
を
中
心
と
し
て
所
内
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、各
自

が
す
す
め
て
い
る
業
務
や
情
報
の
標
準
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
計
事
務

所
の
基
幹
業
務
で
あ
る
『
税
務
』『
会
計
』

の
品
質
向
上
を
目
標
と
す
る
活
動
を
は
じ

め
た
の
で
す
」

こ
う
し
て
小
野
税
理
士
法
人
で
は
当
時

は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
３
士
業
分
野
で
の
一

括
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
（
税
理
士
、
社
労
士
、
行

政
書
士
）
を
は
た
し
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
業

務
品
質
向
上
を
実
現
す
べ
く
、
士
業
事
務

所
の
生
命
線
と
も
い
え
る
『
お
客
様
重
要

情
報
の
適
切
管
理
』（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
仕
組
み
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
、
デ
ジ

タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

媒
体
の
情
報
管
理
を
所
内
の
統
一
さ
れ
た

ル
ー
ル
の
な
か
で
実
践
し
て
い

ま
す
。

事
務
所
を
良
い
方
向
に
改
善
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
幹
部
、

従
業
員
、
契
約
社
員
、
お
客
様
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
先
な
ど
多
く
の
方
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
そ
の
際

に
は
第
三
者
の
『
目
』
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
部
の

目
を
入
れ
る
こ
と
で
、
優
先
順
位
付
け
、

目
標
設
定
、
改
善
方
法
、
効
果
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
改
善
プ
ロ
セ
ス
を
ト
ッ
プ
、
幹
部
、

Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
、
外
部
コ
ン
サ
ル
が
一
丸

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
」

こ
う
し
て
現
在
ま
で
編
成
し
た
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
５
年
間
で
延
べ
74
件
に
も

上
る
そ
う
で
す
。

そ
の
種
類
も
実
に

多
彩
で
、
月
次
、

決
算
ツ
ー
ル
、
初

期
指
導
ツ
ー
ル
の

整
備
と
い
っ
た
実

務
的
な
も
の
か

ら
、
納
期
遵
守
、

原
価
管
理
、
会
議

運
営
、
売
掛
金
早

期
回
収
と
い
っ
た

経
営
管
理
に
い
た

る
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
さ
れ
、
な

「
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
の
所
内
イ
ン
フ
ラ
の
管

理
は
た
ん
に
業
務
標
準
を
実
現
し
た
だ
け

で
な
く
、
顧
客
へ
の
信
頼
の
ア
ピ
ー
ル
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
私
た
ち

が
掲
げ
る
『
正
確
』『
迅
速
』『
高
い
専
門

性
』『
機
密
保
持
』
を
実
現
す
る
経
営
ツ

ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
」

5
年
後
の
改
善
を
見
据
え
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
を
ス
タ
ー
ト

事
務
所
の
業
務
イ
ン
フ
ラ
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
で
固
め
た
小
野
税
理
士
法
人
が
次

の
事
務
所
改
善
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
平

成
16
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
際
に
は
所
長

や
一
部
幹
部
が
改
善
を
す
す
め
る
の
で
は

な
く
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
改
善
に
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｐ

Ｍ
）
と
い
う
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
Ｐ
Ｍ
の
採
用
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
認
証
取
得
の
際
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
っ
た
士
業
事
務
所
の
経
営
改
善
専
門
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
角
田
達
也
氏
（
イ

プ
シ
ロ
ン
㈱
、
東
京
都
）
と
検
討
し
た
結

果
、
決
定
し
た
そ
う
で
す
。

「
事
務
所
改
善
を
す
す
め
る
上
で
大
切

な
こ
と
は
、
決
し
て
独
り
よ
が
り
の
改
善

に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

水戸を代表する観光地「偕楽園」を会場として、
９月１日～９月20日にかけて「水戸の萩まつり」が
開催される。梅の名所として知られる偕楽園だが、
実は萩の花とも深い由縁がある。偕楽園の萩は
水戸藩第９代藩主・徳川斉昭公によって、天保
13年の偕楽園創設と同時に植えられたといわれて
いるのだ。ちなみに、萩まつりの期間中は宮城野
萩や白萩、ヤマ萩、丸葉萩などが咲き誇ってい
るだけでなく、「スズムシの放虫2010匹」「野外
琴の会」などの催しを楽しむこともできる。また、
祭りの後の９月22日には中秋の名月にちなんだ催
しも行われ、名園のなかで茶会や尺八演奏会、琵
琶演奏会、神楽舞・雅楽演奏会といった日本の
古典芸能を楽しむことができる。

咲き誇る萩の花が
「偕楽園」の秋を彩る!!

茨城県水戸市

「全社一丸となって事務所改善に取り組
んでいます」と小野隆先生

13 ●税理士事務所 2010.9
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そ
こ
で
、
小
野
税
理
士
法
人
で
は
業
務

の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
も
と
も
と
業
務
標
準
化
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
で
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
度
は
さ
ら
に
個
々
の
お
客
様
の
期
待
、

要
求
に
応
じ
た
仕
事
の
割
り
振
り
を
、
複

数
名
で
実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。

「
従
来
は
作
業
か
ら
指
導
に
至
る
ま
で

の
す
べ
て
の
業
務
を
１
担
当
者
が
こ
な
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の

負
担
が
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
誰
で
も
で
き
る
作
業
部

分
や
前
も
っ
て
整
備
し
て
お
け
る
業
務
な

ど
を
複
数
名
で
こ
な
し
て
、
担
当
者
の
機

会
原
価
を
最
小
限
に
抑
え
、
適
切
な
価

格
・
ス
ピ
ー
ド
・
品
質
で
お
客
様
に
応
え

て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

現
在
は
16
通
り
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
手
法
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
実
証
す
る
活
動
を
し
て
い
る
真
っ
最

中
。
こ
れ
か
ら
徐
々
に
顧
問
先
に
展
開
し

て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
会
計
指
針
、
書
面

添
付
制
度
の
適
用
を
、
業
務
品
質
の
担
保

を
し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
仕
掛

け
と
し
て
『
Ｏ
Ｚ
基
準
』（
小
野
税
理
士

法
人
に
お
け
る
税
務
、
会
計
の
統
一
見
解

基
準
）
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
か

く
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
経
験
値
が
優
先
さ
れ

が
ち
な
部
分
を
所
内
基
準
化
し
て
、
若
手

社
員
の
教
育
訓
練
に
も
活
用
し
て
い
こ
う

と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
顧
問
料
の
適
正
化
を
は

か
る
指
針
と
し
て
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
検

討
の
仕
組
み
（
顧
問
料
の
適
正
値
上
げ
、

原
価
の
適
正
削
減
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
別
会
議
の
設
置
な
ど
、
多
く
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
不
況
下
で
は
ど
う
し
て
も
新
規
顧
客

の
開
拓
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
、
新

し
い
こ
と
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
で
す

が
、
ま
ず
は
所
内
の
経
営
土
台
を
固
め
て
、

お
客
様
か
ら
の
期
待
、
要
求
に
着
実
に
応

え
る
こ
と
が
地
域
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
オ
フ

ィ
ス
と
し
て
の
使
命
だ
と
感
じ
ま
す
」

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
業
務
改
善
に
あ

た
っ
て
は
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に

活
用
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｎａ
ｖ
ｉ
の
業
務
日

報
や
原
価
管
理
と
い
っ
た
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
随

分
と
楽
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
顧

問
先
の
デ
ー
タ
の
解
析
や
分
析
な
ど
に
も

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｎａｖ
ｉ
を
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

現
在
は
書
類
の
電
子
化
に
際
し
て
、
フ
ォ

ル
ダ
の
階
層
整
備
を
ど

う
見
直
す
か
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
23
年
度
の
目
標
に

は
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
有

効
利
用
な
ど
も
掲
げ
て
い

ま
す
。
た
ん
に
事
故
原
因

分
析
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

使
用
す
る
の
で
は
な
く
、

仕
事
の
効
率
性
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
、
も
っ
と
前

向
き
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」今

回
の
取
材
を
通
し

て
、
小
野
副
所
長
は

「
事
務
所
と
顧
問
先
と
の

強
固
な
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
た
め
の
改
善
活

動
を
実
践
さ
れ
る
事
務

所
が
増
え
る
こ
と
、
外

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

う
ま
く
活
用
し
た
事
務

所
改
善
事
例
が
増
え
る

こ
と
」
を
強
く
希
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

組織化されたスピーディーかつ正確な仕事ぶりが顧問先から高い評価を得ています



宇
都
宮
の
餃
子
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
宇
都
宮
が
「
餃
子
の
街
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
そ
ん
な
に
昔
か
ら
の
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
。

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、街
お
こ
し
の
施
策
を
考

え
て
い
た
宇
都
宮
市
の
職
員
が
、
宇
都
宮
に
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
名
物
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
な
い

こ
と
を
憂
い
、「
一
世
帯
当
た
り
の
餃
子
消
費
量

が
日
本
一
」
と
い
う
統
計
に
目
を
留
め
ま
し
た
。

そ
の
総
務
省
の
統
計
に
よ
り

ま
す
と
、
昭
和
62
年
か
ら
現

在
ま
で
餃
子
消
費
量
第
１
位

（
た
だ
１
度
だ
け
２
位
の
年

が
あ
り
ま
し
た
）
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
観
光
Ｐ
Ｒ

に
使
お
う
と
「
餃
子
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
の
で

す
。宇
都
宮
に
は
餃
子
だ
け
を
専
門
に
販
売
す
る

お
店
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、全
国
的
に
は
珍
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

平
成
10
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
、宇
都
宮
市
の

取
り
組
み
が
民
放
の
テ
レ
ビ
番
組
で
連
続
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
、宇
都
宮
の
餃
子
は
全
国
区
に
躍

り
出
た
わ
け
で
す
。そ
の
番
組
と
市
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、Ｐ
Ｒ
作
戦
の
ひ
と
つ
と
し
て
オ
ブ
ジ
ェ
を

制
作
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
写
真
の
「
餃
子
の
像
」

で
す
。ビ
ー
ナ
ス
が
餃
子
の
皮
に
包
ま
れ
た
姿
を

表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
…
か
わ
い

い
で
し
ょ
。
余
談
で
す
が
、
実
は
こ
の
像
、
一
度

引
越
し
を
し
た
際
に
、業
者
が
誤
っ
て
像
を
落
と

し
て
し
ま
い
、真
っ
二
つ
に
割
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
よ
く
見
る
と
修
復
の
痕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
故
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
す
が
、餃
子
像
の
知
名
度
の
高
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。現
在
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
あ
り
、観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
お

り
ま
す
。

「
食
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
活
動
は
全
国
的

に
盛
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、宇
都
宮
で
の
餃
子
に

よ
る
街
お
こ
し
は
、
当

初
、
行
政
主
導
で
行
わ

れ
た
も
の
を
事
業
者

が
組
合
を
発
足
さ
せ
、

民
間
主
体
の
活
動
に

う
ま
く
移
行
し
た
と

い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
事
例
な
ん
で
す
。ま

た
、
事
業
者
組
合
「
宇
都
宮
餃
子
会
」
の
会
員
事

業
者
の
店
舗
等
に
お
け
る
餃
子
の
売
上
げ
は
、こ

こ
10
年
間
で
10
倍
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
推
計

も
出
さ
れ
て
い
て
、地
域
活
性
化
を
超
え
た
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
経
済
効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

も
た
し
か
で
す
。

そ
ん
な
街
お
こ
し
の
成
功
事
例
「
餃
子
の
街

宇
都
宮
」
に
皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
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私
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住
む
宇
都
宮
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餃
子
の
街
で
す
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